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     私たちの活動や意見を平和委員会のなかま たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和のなかまに伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 
 
 

原子力事故をくりかえさせない 

 ２０１１年９・３０茨城集会（１０月１日東海村集会） 

 

 石神コミセンにおいて行なわれた集会では来賓としてかすみがうら市長が「東海第２原発の再稼

働を認めるわけにはいかない、絶対に廃炉にしなければならない」と挨拶し、ひたちなか市長、水

戸市長はじめ県内２０市町長からのメッセージ、祝電が披露されました。続いて原発問題住民運動

全国連絡センター筆頭代表委員伊東達也氏による記念講演「ＦＵＫＵＳＩＭＡからの警告」は福島

では避難指示によって故郷を追われ生活手段を奪われた人が１０万数千人にのぼり、失業者は増え

続けている。人口流出が続き、県人口は２００万人を切っている。浜通り中央部は無人化し、自治

体も存在していないと１時間余にわたって福島の現状について報告されました。 

続いて茨城県原発を考える会会長中村敏夫氏による「巨大地震警戒、東海原発は廃炉に」、なら

びに茨城大学名誉教授９・３０集会実行委員長田村武夫氏による「ＪＣＯ臨界事故からの１１年間 

９・３０集会が発信してきたものは？」の２つの報告が行なわれました。 

 最後に集会アピールは福島原発事故調査は東電任せではなく第３者機関で行うこと。東海第２原

発は廃炉とすること。災害対策、東電の賠償を最優先に行い、電気料金の値上げは認めないことな

ど９項目を提案して採択されました。 

 

東海第２原発定期点検を延長へ 
 茨城県原発を考える会（中村敏夫会長）の機関紙「げんぱつ茨城住民運動ニュース１３６号」に

よると、日本原子力発電は東海第２発電所の定期検査を１１月中旬終了の予定で実施していました

が、「高圧・低圧タービン翼の交換および中間軸受台基礎部点検修繕作業の追加が必要となったた

め定期点検終了の期日を延期することを検討している」と伝えています。延期の期間はまだ明らか

では有りませんが、先の大震災のときタービン翼の破損が伝えられていることから、タービン翼の

交換修理のほかにもトラブルがありそうだと伝えています。 

 大震災のときの津波があと７０センチ（４０センチともいわれている）高ければ全電源喪失の事

態となり福島と同様な事故になる可能性もあったとされていることから、問題は原子炉だけではな

いわけで、東海村長は「再稼動は認められない。廃炉にすべきだ」と語っています。 

 

「東海第２原発の廃炉を求める署名」を大きく広げよう！ 
  署名目標は茨城県全体で１０万筆です。一人１０筆を１万人でやれば達成できます。 
  あわせて衆参両院あての「原発からの撤退を求める署名」も勧めましょう 
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東海原発再稼動を止めよう土浦駅署名行動 

 延期になっていた署名行動は２７日（火）

１６時から土浦駅西口ペデストリアンデッキ

で８人が参加して行なわれました。ハンドマ

イクによる呼びかけとチラシ配りにあわせて

署名の呼びかけを行い、１時間の行動で９０

筆の署名が集まりました。高校生の協力が多

数ありましたが、スーツ姿の勤め人の協力は

なかなか困難だったように感じられます。企

業戦士にとって脱原発に賛成しにくい面もあ

るのかとも思われましたが、脱原発に限らず

署名がどう使われるのかとか、署名の効果が

どうなのかというようなこともあるのかと考

えさせられました。 

 社会的立場を考えるのか自分たちや家族の暮らしや健康を考えるのかという話し合いや学習を

もっと深めていく必要を感じました。しかし、「原発に頼らないエネルギー」の世論が圧倒的多数

であることは確かです。「再稼動ありき」のストレステストには期待できないわけで、東海村長や

ひたちなか市長が政府の圧力に屈しないよう支援していくことが大切です。 

 

１１年平和広告は 

「茨城に原発はいらない。東海第２原発は廃炉に」をテーマに 

 １１月２０日茨城新聞朝刊に掲載の予定です 

  賛同費 個人 １口１０００円、団体 １口３０００円 

 

 平和の旅新宿ウオッチング 参加者募集中 

  申し込み締切り １０月２０日 

 

 

 

 

 

活動ごよみ 

 

９・２７ 東海第２原発署名行動（土浦駅） 
１０・ １ ９・３０茨城集会（石神コミセン）

１０・１２ 金者一揆（水戸市県青少年会館） 

１０・１６ 茨城県母親大会（竜ヶ崎２高） 
１０・２５ 平和の会理事会（コープ １５時） 
 
 


